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藤沢記者クラブ各位 

 

将来人口推計を上方修正 

～人口のピークは、２０３５年に約４５万４千人の見込み～ 

 

 

 ２０２０年に実施された国勢調査結果に基づいて推計した「２０２２年度藤沢市将

来人口推計」の結果について公表します。 

 

１ 総人口の推計 

 

藤沢市の総人口は、２０３５年に４５４，０１８人で人口のピークとなり、そ

の後減少に転じる見込みです。 

２０１５年に実施された国勢調査結果に基づいて推計した「２０１７年度藤沢

市将来人口推計」（前回推計）と比較すると、ピークの時期は５年遅くなっていま

す（前回推計のピークは２０３０年）。また、ピーク時の人口は約１０，０００人

増加し、ピーク後の人口減少もやや緩やかとなる見込みです。 



＊この資料に関する問い合わせ先    藤沢市役所 企画政策部 企画政策課 

                    担当： 藤岡、東、福井  

                    内線： ２１７５ 

                    直通： 0466(５０)３５０２ 

２ 年齢３区分別の推計 

表１ 年齢３区分別の推計                （単位：人） 

  2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 

0-14歳 57,916 56,612 53,969 52,253 51,057 50,689 50,624 

15-64歳 270,452 274,896 273,660 266,769 251,962 241,546 234,307 

65歳以上 108,537 113,854 122,411 134,996 149,274 158,164 162,270 

合計 436,905 445,362 450,040 454,018 452,293 450,399 447,201 

※２０２０年の年代別の現況値は、年齢不詳の調整方法によって、国勢調査結果の確報値と変わる可能性があります。 

 

 

※小数点第２位を四捨五入しているため、内訳の合計が１００％にならない場合があります。 

 

高齢者人口（６５歳以上）の割合は、２０４０年には３３．０％、２０５０年

には３６．３％となる見込みです。全国平均と比較すると、高齢化の進行の度合

いはやや緩やかですが、高齢者の数は今後大きく増加する見込みです。 

 

（参考） 

国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（令和５年推計）」による

と、国の高齢化率（高齢者人口の割合）は、２０３０年に３０．８％、２０４０

年に３４．８％、２０５０年に３７．１％となる見込み。（出生中位推計） 

 

 


